








 

〔目的〕 

 これまでの研究により、リノール酸エチルを 0.3～0.5%添加したビタミン E

欠乏精製飼料をモルモットに給与することにより、約 1ケ月後に筋ジストロフ

ィー症を発現せしめることを得、同時に筋肉収縮蛋白画分の合成速度の低下、

Nt メチルヒスチジン生成量の減少、および尿クレアチン、ハイドロキシプロリ

ン排泄量の変動を明らかにしたので、本年度は筋肉、肝臓の脂肪酸組成、溶血

性、ならびに筋肉、血漿中のクレアチンホスホキナーゼ、アルドラーゼの活性

度について実験を行った。 


